
石畳の路地裏 

 

 ローマ帝国時代から延々と守り続けられ、また時々には、民衆に防御と攻撃の武器を提供し

てきた石畳道路も1968年 5月の大学紛争（5月革命）を期にして模様替えをし、アスファルト

の道に変貌を遂げつつある。それでも歴史を重んずるパリらしく、アスファルトを剥がせばそ

の下は石畳となっているらしいことは、凱旋門あたりの車が頻繁に行き交うところでは、摩滅

したアスファルトから石畳が顔を出していることで、推察することができる。 

 アスファルト舗装がまったくなされていない石畳の道に出会うと、パリが死滅していない証

拠を見つけたかのようにホッとする。たいていは路地裏とも呼べるほどの細い道だ。この路地

裏こそ、パリの文化に出会う、絶好の場所なのだ。ギャルリー、骨董・古書の類の店が軒を並

べている。絵画・彫刻の類は「ご自由にお入りください」と書いてあるが、よほど好みの画風

に出会わない限りショー・ウインドウから鑑賞するにとどまる。エスニックな骨董、豪華な家

具類は植民地主義下に略奪したものが流れているのだろうとか、貴族・地主がどれほどの搾取

で栄華を極めたのだろうとか、けしからん歴史連想をする。 

 古書店は多種多様なジャンルの専門店がある。お気に入りは辞書、文学、哲学の類である。

教育関係などもこうした古書店で見つけることの方が多い。フランス革命前後から第一次世界

大戦ごろまでと長い期間を対象としているので、中に入り込み書棚を丹念に眺める。何度も通

うのでムッシュ・マダムとなじみになり、「ボンジュール」、「オーヴォアー、アビアントォ」

の挨拶もできるようになった。古書店のおもしろさは、たんに書籍だけではなく、リトグラフ、

挿し絵なども豊富に揃っていることだ。これらも立派な芸術であり文化的特徴を持っているは

ずだが、パリに芸術・文化を求めてやってくる人々の間では、どれほどの地位を保っているの

だろうか。 

 過日、リトグラフ・挿し絵のファイルを一つひとつめくっていて、目に留まった一枚のリト

グラフがあった。門口の上に「ECOLE」（学校）と書かれ、門口の側に一人の男性が指さしを

しながら立っている。11 人の多様な年齢層の子どもが「学校」に今まさに入ろうとしている、

白黒のリトグラフである。絵の下にはタイプライター活字で「ÉOLE. / Commenement des 

misères et des tribulations de la vie.（学校。／つらく苦しい生活の始まり。）」とタイトルが

付けられている。画面左隅には「charla」の文字列が壁にいたずら書きされているかのごとく

描かれている。その文字列の右隣には置き石が描かれているので、文字列はひとまとまりの意

味を持つ単語でないことが分かる。charla(tan)と補って読めば「ペテン師」となる。ペテン師



を教師だと騙らせているのか、それとも学校がペテン師なのか、あるいは・・・。おそらく、

教師も含めた丸ごと学校がペテン師だと言いたいのだろう。 

 19世紀中期の作品であることは分かっているが、その時期の詳細が分かればさらにこの絵の

おもしろさは増すのであろう。たとえば 1850 年の立法議会でのファロウ法成立期であるとす

るのならば、その法律の別名「教育の自由法」がやがてもたらす大きな教育弊害を予告するか

のようであるのだから。  

 

 それにしても、現代の学校の礎を形成した19世紀に、学校を「つらく苦しい生活の始まり」

とタイトルに残したこの作者の慧眼には敬服してしまう。門口の隣にはカリキュラムをかすか

に読むことができる。ミス・スペルに満ちたそのカリキュラム一覧によれば、読み・書き・算、

生活規律を教えるとあるところから、庶民のための学校、今日の義務教育に通ずるものである。

暗記のために、テキストを丸ごと読み、丸ごと写し、むち打ち訓練（調教）されるという教育

を受け、それらによって「学力」をつけたところで、村の子どもたちは、都会に出て厳しく単

調で長時間にわたる最下級の労働者になるのが関の山である。「学力」をつけることは、村の

伝統的な生産活動から離れ、プロレタリアートになるということでもあった。ごくごく一部の

者が社会の上層に上ることが約束されているが、圧倒的多数の子どもの未来は「不幸

（tribulations）」と「悲惨（misères）」とが待ち受ける初期工業化社会があるに過ぎなかった

わけである。 

 石畳の路地裏には歴史が丸ごと隠されている。じつに楽しい空間である。 


